
料金業務のフロー�

市内均一料金時代の自動交換機による通話への課金は、通話回数を度数計

でカウントすれば良かったが、自動市外通話が行われるようになると、市外

料金積算へ対応するためさまざまな課金方式が研究された。最終的には既

存のシステムを有効活用できるＫ課金方式（距離別時間差方式）が1962

年に採用された。�

通話状況を磁気テープに記録、計算センターで処理するCAMA方式は当

時としては極めて先進的な方法であり、10年にわたる試用試験も実施さ

れたが実用化はされなかった。しかし、CAMA方式で培われた技術は

DIPSへと受け継がれた。�
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課金システムの変遷�

電算化局の作業工程� 自動通話の料金計算のフロー�

Transition of billig systems

Flow of billig system

1940 1950 1960 1970

1953�
手動市外即時�

1951�
ZZ（Zeitezahier）�
方式�
時間計数方式�

1956�
東京から4都市へ�
市外即時サービス�

1962�
市外即時サービス�

1955�
ZZZ（Zeitezahier）方式�
時間帯域登算方式�

1962�
K課金方式�
距離別時間差方式�

1957�
TTT（Toll Tariff Ticketing）�
方式の研究�

1964�
CAMA方式�
試用・商用試験�

1973�
試験終了�

市内時間無制限均一料金（通話回数で計算）�

・CAMA方式： Centralized Automatic Message Accounting方式�

●戦前～1975：�
　人出による度数計チェック�

伝票�
写真原票�

フィルム�

オンライン�
データ�

●1975：�
　度数計読み取りの自動化�

●通話度数計のチェック�
　初期：目視で読み取り、伝票へ記入�
　 　　 度数計カメラで撮影�

●通話度数計のチェック�
  　 度数計カメラで撮影�

●初期：そろばんで料金計算、�
　　　  手書きで請求書など発行�
●1953：PCS会計機�
            （記帳式会計機）の導入�
 ＊PCS：パンチカードシステム�

●1962： 料金計算の電算化�
   ・伝票をパンチャーが入力�
   ・電子計算機で処理／プリント�
     （PCSの8倍の能力）�
�

●OCR度数記録フィルム�
　読み取り装置�

●電子計算機で処理�
　プリント�
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料金計算資料の受け入れ�

徴収明細簿�
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手作業による作業工程�
度数計読み取りの自動化から見ると下図のようになる�

パンチカード入力操作�

パンチカード化された料金データ�

度数計カメラと撮影データ�交換手と手書き伝票�

電報受付と手書き伝票�

請求書作成�

カードリーダと電算機�

請求書の出力�

CAMA計算装置�

PV局（PUNCH／VERRIFY局）�
:通信部（ほぼ県単位）に設置。　�
〈紙テープさん検孔機〉〈データ宅内装
置〉を設置し料金局に投入する資料を
収集、投入データを作成する。�


